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【 国宝「十一面観音」 】 

～ 聖林寺 ～ 

 

聖
林
寺
は
、
奈
良
時
代
に
談
山
妙
楽
寺
（
現
談
山
神
社
）
の
別
院
と
し
て
藤
原
定
慧

じ
ょ
う
え

（
鎌
足
の
長
子
）
が
創
建
し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
尊
は
元
禄
時
代
の
子
安
延
命

地
蔵
菩
薩
で
安
産
・
子
授
け
の
祈
願
と
し
て
有
名
で
す
。
こ
の
寺
が
有
す
る
国
宝
の

十
一
面
観
音
像
は
、
一
八
六
八
年
に
桜
井
市
三
輪
の
大
御
輪
寺
よ
り
移
さ
れ
た
も
の

で
す
。
明
治
時
代
に
ア
メ
リ
カ
人
哲
学
者
の
フ
ェ
ノ
ロ
サ
や
岡
倉
天
心
に
よ
り
そ
の

価
値
が
再
発
見
さ
れ
て
以
来
、
こ
の
仏
像
の
均
整
の
と
れ
た
美
し
さ
は
、
人
々
の
心

を
魅
了
し
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

（
桜
井
市 

下
） 


